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1973年にScott,ChuandMcLaughlin(Proc.IEEE,611443(1973))が当時

としての最新の情報を集めて急速に発展するソリトン研究の現状をReviewした時,ソリ

トン解 (衝突の前後で波形を変えない非線形パ ルス波 )をもつ非線形分散性波動方程式

として数え上げたのは次の 9ケの方程式であった｡

Al. Korteweg-deVriesEq.

Ut+ 6UUx+Uxxx-0

A2. BoussinesqEq.

wtt-wxx-6(W2)xx-wxxxx- 0

A3. TodaEq.

- 語 - a〔2e-brn- e-brn十1- e-brn-1'

m,a,bは常数｡

B1. ModifiedKorteweg-deVriesEq.

Vl+V 2vx+V - o･XXX

B2.はしご形非線形 LC回路方程式

- 並 ニト ln.1

1

1+Vn2 dt n

1 d∫n
- - - Ⅴ｡_1-㌔ .
1十 I 喜 dt

Cl. S6ne一gordonEq.

Pxx- ?tt - Sin や
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C2. SIT Eq.

et+ ex - <P >

Pt- En - △ w Q

Qt- △ wP,n.ニー EP

<p>≡ n｡I∞ g(△W,x,I)d△Q'--Cく)

Dl. NonlinearSchri3dingerEq.

i+t++xx+ K刷 2サ-0 K>O.

'D2. HirotaEq.

i¢.+ i3a 再 r2¢x+ pQxx+ io¢xxx+ ∂ 刷 2¢- o

ap - 06.

最近和達氏が ｢ソリトン研究の現状｣(科学 3月号 p.130(1975))に詳しく述べら

れたように,その後のソリトン研究は長足の進歩をとげ,一つの体系にまとめられつつ

ある｡

筆者はあるクラスの非線形発展方程式は,適当な変数変換による次の形の双一次形式

の微分方程式に変換され,

F(宗 一打 ,前一意 )f(x,t)g(x′,t,)a.x二x′,tニー′- 0,
∂ ∂

この方程式を解いてソリトン解を求めうる事を示した｡上述の9ケの方程式は全部この

方法で解けるが,最近の研究で,次に列記する方程式もこの方法で解ける(少なくとも

2-ソリトン解をもつ )ことが発見された｡ (C4.を除いて全部未発表 )

∂

訂

∂
訂

I
.;i.I

･
..I:I.I

- Wn-}-Wn･i

= Un-i-Un･i

A5.
∂
訂 log(ll+Vn)= in- in･1

∂

甫 log(12+in) = Vn-1-Vn
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ス1,}2 は常数,この方程式について,大黒,水島両氏による計算機の結果がある(To

beappearedinJ.J.A.P(1975)).

C 3.

普 +vl蓋 し - lqP2甲3

語 +V2告 - iqplP3

辛

普 + V3豊 - iqP192
*

筆者の方法では,Vl≠ VZ ≠ V3 の時,N-ソリトン解に相当するものは末だ求めら

れていないが,二つのパ/レス波の衝突を表わす解は得られた｡このパルス波は衝突の前

後で波形が変るので ソリトンと呼べるかどうか分らない｡

C4･ ¢xx + ¢yy- ¢11 - Sin甲

空間的に2次元であるので逆散乱法の適用は困難 と思われる｡

D3･ i+I+ +xx + K凧 2サ-0 (K<0)

この方程式の解はEnvelope-SoHtonではなく且nvelope-holeと呼ぶにふさわしい.
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